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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

（ 湧心館高等 ）学校（全日制） 平成２９年度学校評価表 

１ 学校教育目標 
（１）確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 
（２）道徳性と豊かな情操を育む 
（３）心身の健康を自己管理する態度を養う 

 

２ 本年度の重点目標 
【確かな学力・自己実現を図る態度の育成】 
（１）主体的・対話的で深い学びの中で、思考力、判断力、表現力を育む。 
（２）学習習慣を身に付けさせ、教育的ニーズに応じた個別支援を行う。 
（３）望ましい勤労観・職業観を育成し、個に応じた進路指導を行う。 
【道徳心と豊かな情操】 
（１）命を大切にする心を育み、自他の大切さを認める態度を養う。 
（２）規範意識を身に付け、善悪を判断し自らを律する力を育む。 
（３）我が国の伝統と文化を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 
【心身の健康の自己管理】 
（１）正しい食習慣と生活習慣を身に付けさせる。 
（２）運動に親しむ態度を育み体力を向上させる。 
（３）危険を予測回避する力を向上させる。 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

三課程
（全定
通）運営
と学校経
営の整合
性を図る 
 
 

本校のｽｸｰﾙｱｲ
ﾃﾞﾝﾃｨﾃｨが三
課程で共有化
されているか
。課程間の情
報交換が継続
的に図られて
いるか。より
良く改善が進
められている
か。 
 

教務・進路・
生徒指導部の
情報の共有化
と連携の強化
を図る。三課
程での研修の
充実。 

三課程教頭会を
定期的に実施す
る。３課程年間
研修計画を作成
する。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

三課程が情報の共
有化を図り、連携
して業務を行うこ
とができた。特に
地震災害復旧工事
に伴う教室の移動
等においては、会
議室等の使用など
多少のトラブルは
あったが、なんと
か乗り切ることが
できた。 
 

適応指導
の充実 
 
 

学年及び関係
する分掌部が
連携して具体
的な取組が進
められている
か。 

新入生への年
間を通した、
適応指導の充
実。１年生の
転学・転籍・
退学者数割合
１２％以内。 
 

適応指導委員会
が実施する、ア
ンケート結果を
指標として学年
や各分掌部が、
それぞれの取組
を、評価・改善
する仕組みを作
る。 
 

 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 

新規に適応指導委
員会を立ち上げ、
３年間を見据えた
シラバス作成にと
りかかっている。
軌道に乗るまでに
時間がかかり、次
年度は現体制を中
心にタイムリーに
行っていきたい。 
 

 
学力  
向上 
 

アクティ
ブ・ラー
ニング推
進のため
の指導方
法の工夫
と改善 
 
 

アクティブ・
ラーニング型
の授業の展開
が図られてい
るか。 
 

アクティブ・
ラーニング型
授業の展開を
意識して実践
する職員の割
合８０％以上
を目指す。 

校外で実施され
るAL研修への職
員参加、及び参
加職員による復
講研修を実施す
る。各教師AL授
業の実践につい
て、報告書に提
出する。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

毎日お互いの授業
を見せ合う授業チ
ェックシートの活
用を企画したが定
着できなかった。
検討し継続してい
きたい。各教師は
独自のスキルで授
業を試行している
ので、教科間でお
互いの授業力を高
めあうようにつな
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げたい。 
 

思考力・判断
力・表現力が
育まれている
か。 
 
 

生徒が自ら考
えたり表現し
たりする活動
割合の向上。 
 

公開授業・研究
授業を活用して
教科の枠を越え
て職員同士が互
いに学ぶことの
できる授業参観
を促進する。 
 

 
 
 
 
 
 

Ｃ 

公開授業週間では
県教育センターの
指導を受けながら
内容の濃い研究授
業の実践ができつ
つあるが、公開授
業を活用して教科
の枠を越えて職員
同士が互いに学ぶ
ことのできる授業
参観を促進できな
かった。 
来年度は、公開授
業を外部に公開す
るなどして、各自
の実践を検証した
い。 
 

学びのＵ
Ｄ化 
 

特別支援教育
の観点から支
援を必要とす
る生徒に配慮
した授業がで
きているか。 

生徒が授業に
集中できるよ
うな授業の運
営、工夫をす
る。 

授業での支援を
必要とする生徒
への配慮につい
て、授業担当者
に実践事例を提
出してもらう。 

 
 
 

Ｂ 

詰め込み授業から
脱して、多様な生
徒に応じた授業ス
タイルを各自工夫
されている。しか
し、実践事例提出
は、１月末現在は
少ない 
 

豊かな心
を育てる
教育の推
進 

各教科で「命
を大切にする
心を育む指導
」がなされて
いるか。 

授業及び学校
行事等の場面
で、生徒が生
き生きとした
活動ができる 

生徒の現状把握
のため適応指導
実態アンケート
を行い、早期の
指導に生かす。
適応指導の改善
に向けた会議に
より現状把握と
改善を行う。 
 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

文化祭では、生徒
たちが中心となり
積極的に活動でき
た。１１月に行わ
れた芸術鑑賞では
生徒は本物の舞台
芸術に触れ、感動
する生徒が多かっ
た。 
行事の確保や、Ｌ
ＨＲの活用などク
ラスでの活動時間
を十分に確保して
いく必要がある。 
 

 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の推
進 
 
 

望ましい勤労
観・職業観が
育成されてい
るか。 
 

進路講話・職
場見学・企業
人との交流を
通して、具体
的イメージを
持った職業観
を形成する。 
 

職業安定所等の
外部機関が主催
する事業の積極
的な活用、キャ
リア意識を育て
る校内の取組と
を有機的に連動
させて、実施す
る。 

 
 
 
 

Ｂ 

進路講話・企業と
の交流会・公務員
との交流会・外部
講師就職面接指導
・お仕事探検フェ
アを通して具体的
な職業観を養成す
る機会を設けた。
さらに事前指導で
意識を高めたい。 

インターンシ
ップを通して
働くことの意
味や意義を考
え、望ましい
勤労観を形成
する 

マナー講座等の
事前指導、事業
所との事前の打
合せや礼状の送
付等を含め、活
動の全体で大き
な学びが得られ
るようにする。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

概ね予定どおりに
活動に取り組むこ
とができた。全体
的には良好であっ
た。 
マナー指導等の事
前指導・事前打ち
合わせ・礼状発送
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 やまとめなどの事
後指導を通して、
就業体験を含めて
多くの学びができ
た。実施日が悪天
候の場合の出欠の
確認等を決定して
おく必要がある。 
 

職業レディネ
ステストやラ
イフプランセ
ミナーを通し
て、望ましい
職業観を形成
する。 
 

自己の特性を知
り、業種・職種
の理解や進学・
就職の選択につ
いて理解を深め
つつ、人生と仕
事について調べ
させる。 
 

 
 
 

Ｃ 

１年生の総合的な
学習の時間に、自
己理解を促進させ
た。一方、ライフ
プランセミナーが
開催できず、将来
設計に関する活動
が不足した。 

進路目標
の達成 
 

個に応じた進
路指導の推進
が進路目標の
達成につなが
っているか。 

進路希望調査
・適性検査な
どを通して進
路目標の早期
設定を促す。 

二者面談・三者
面談・進路部面
談等を計画的に
実施するととも
に、各種調査結
果などを活用し
て生徒の自己理
解に生かす。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

進路希望調査から
担任や進路部の面
談へと生徒自身の
興味関心を把握す
ることができた。
今後適切な情報提
供やアドバイスが
できるよう各学年
部と連携を図りた
い。希望と現実の
ギャップを埋める
ためのその手立て
を知る機会をつく
る。検討会後のサ
ポートが不十分で
個に応じた、指導
の工夫が必要であ
る。 
 

基礎的な学力
の向上を図る
とともに、進
路情報の提供
と進路別学習
機会の充実に
努め、進路選
択の幅を広げ
る。 
 

学びなおし教材
（マナトレ）を
１年生の授業で
活用する。模試
・進路のしおり
・進路情報誌・
進路ガイダンス
などの活用を進
める。キャリア
別終礼・進路検
討会等を定着さ
せる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

国数英の３教科で
学びなおしが実施
された一方で、そ
の定着度を生かす
取り組み基礎学力
向上につなげた。
各種の進路情報の
提供は適宜行うこ
とができた。担任
への情報提供から
面談、さらに充実
した生徒の進路学
習につなげていき
たい。受験後のや
り直しが十分にで
きていない。生徒
の学習状況を把握
していく必要があ
る。 
 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立 
 

生徒が健全に
社会に適応で
きる生活をし
ているか。 
 

自主的に健全
な整容を心掛
けられるよう
な指導 

学年間の指導内
容に差が生まれ
ないよう整容検
査内容のマニュ
アルの活用を行

 
 
 
 
 

昨年度までに比べ
ると、検査不合格
からすぐ改善に取
り組む生徒の割合
が増えた。整容指
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う。検査結果を
共有化するため
に文書セキュア
を活用してデー
タ管理を行う。 
 

Ｂ 導カードの効果が
あった生徒もいる
が、一部の生徒へ
の指導方法が今後
の課題である。ま
た、再検査の日程
調整ができていな
い。また、朝ＳＨ
Ｒで服装をある程
度確認し、注意を
促すことが必要で
ある。整容検査だ
けでは、改善は見
込めない。 

理性的態
度と道徳
的実践力
の育成 
 

規範意識の高
揚、友愛・連
帯の精神を養
おうとしてい
るか。 

学級や委員会
活動・部活動
など集団生活
の中での責任
と、人間形成
の指導。委員
会活動を年３
回以上実施す
る。 

委員会活動を３
回以上実施する
ことで活発化を
図る。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

交通委員を除き、
委員会活動が積極
的であった。 
年間活動の見直し
と生徒への徹底し
た連絡が必要であ
る。活動の機会を
定期的に設けてい
く。生徒会執行部
は責任もって仕事
をするようになっ
た。 
 

自他を尊
重し、互
いに協力
する態度
や遵法精
神の育成 

生徒同士が互
いを尊重し、
協調しながら
生活すること
ができている
か。 

非行事例の減
少といじめ解
決100％を目
指す。 

ＳＮＳを中心に
情報モラル、情
報マナーについ
ての指導を継続
的に行う。早期
にいじめを認知
できるよう機会
あるごとに声か
け指導を行う。 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

いじめの早期発見
・対応ができてお
り、いじめと訴え
のあった事例はほ
ぼ解決されている
ものばかりとなっ
た。 

年度初め、長期
休業前にはＳＮＳ
を中心に情報モラ
ル、情報マナーに
ついての注意を促
す時間を必ず確保
していく必要があ
る。 

交通安全
意識の確
立、交通
法規の理
解と交通
マナーの
向上 

交通事故・違
反が減少した
か。無施錠自
転車が減少し
たか。 

事故違反件数
を減少させ安
全運転意識の
向上を図る。
二重ロック 
１００％。 

交通安全教育の
自校実施と交通
委員会の活動の
充実を図る。二
重ロック及び無
許可自転車指導
を徹底する。 

 
 
 
 
 

Ｃ 

交通安全教育を２
回実施することが
できた。交通委員
の活動として、自
転車のステッカー
の点検を３回行っ
た。今後、生徒の
意識向上のために
も交通委員の活動
の中に二重ロック
点検を位置付け、
定期的な取組実施
を検討する。 
 

 
人権教
育の推
進 

研修の充
実と職員
の人権意
識の高揚 
 
 

教育の根幹に
人権尊重を捉
え、すべての
教育活動にお
いて人権教育
の推進ができ

教職員が人権
尊重の理念を
理解し、全て
の教育活動に
おいて推進で
きる体制づく

計画的な研修に
よる学び合いを
通して人権意識
の高揚を図り、
人権尊重の理念
についての認識

 
 
 
 
 

Ｂ 

校内研修は時機を
捉え、計画的に実
施できた。 
職員一人年１回以
上の校外研修に参
加できた。 
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ているか。 
 

りや研修の実
施。（一人１
回の校外研修
参加）。 
 
 
 

を深めるととも
に実践的な指導
力を育む。 
 

教育実践を共有し
て、実践的指導力
の向上につなげる
ことができた。 
意見交流の十分な
時間確保が課題で
ある。 

人権の重
要課題の
学習 
 
 
 

人権課題を自
分の問題とし
て考える学習
になっている
か。 
 

これまでの積
み上げを踏ま
えつつ改善を
進め、生徒の
主体性を育む
人権教育ＬＨ
Ｒの推進。 
 

係（推進委員や
学年の係）を中
心に、当該学年
の全職員が組織
的に取り組める
指導案を作成す
る。 
意見交流を通し
て、学びを深め
るＬＨＲの実施
。 
 

 
 

Ｃ 
 
 

担当者を中心に各
学年でＬＨＲの運
営を行うことがで
きた。 
意見交流を中心と
した参加体験型授
業で自他の意見を
尊重して学習を深
められた。 
時機を捉えた効果
的な実施が必要で
ある。 
 

命を大切

にする心

を育む指

導 
 

人権尊重の精
神に立った学
校づくりが推
進されている
か。 

・人権が尊重
される授業づ
くりの推進 
・人権が尊重
される人間関
係づくりの推
進 
・人権が尊重
される環境づ
くりの推進 
 

生徒が多様な学
びの中で自他の
特性を自覚し、
主体的に学習に
取り組める授業
の工夫・改善を
行う。（生徒理
解研修） 
共感的人間関係
を育成する支援
の推進（面談・
家庭訪問） 
人権尊重の雰囲
気が醸成される
環境づくりの推
進（人権作品応
募） 

 
 
 
 
 

Ｂ 

中学校訪問と生徒

理解研修を計画的

に実施し、共通理

解を深めることが

できた。 

人権週間に、図書

館と協力して人権

教育啓発コーナー

を設置し、啓発活

動を行うことがで

きた。 
生徒の人権作品や
啓発資料の掲示を
工夫して、効果的
に人権意識の涵養
を図る環境を作る
必要がある。 

 
いじめ
の防止
等 

いじめ防
止対策委
員会を核
とした職
員間の連
携 

学級・学年・
各部署・各段
階における連
携が成されて
いるか。 

いじめ防止対
策委員会での
連携を密にし
、情報の共有
を行い、未然
防止を図る。 

いじめ問題への
対応マニュアル
の職員への周知
を図り、全職員
で共通理解と防
止に取り組む。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

いじめ防止対策委
員会と連携を密に
して、学年と情報
の共有を行ってお
り、今年度につい
ては重大な案件は
生じていない。し
かし、心のアンケ
ートで対象者を早
く把握するなどの
反省点はある。 
 

 
教育課
程 
 
 
 
 
 
 
 

単位制の
特徴を生
かした教
育課程の
検討 
 
 

生徒目標達成
のためのカリ
キュラム編成
を十分支援で
きているか。 

生徒一人一人
の特性や進路
目標を踏まえ
ながら、前向
きな進路実現
へ向けたカリ
キュラム作成
を促進する。 
 

具体的なカリキ
ュラム編成例を
記したcompass
を活用したカリ
キュラムガイダ
ンス（説明会）
の実施及び個人
面談による相談
を充実する。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

計画的にカリキュ
ラムガイダンスを
行い、生徒各自の
将来の目標にあわ
せたカリキュラム
編成を行うことが
できた。 
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社会の変化、
進路の多様化
等に対応する
カリキュラム
を広く検討で
きたか。 

大学入試、教
育課程等の教
育改革に対応
するカリキュ
ラムの基本的
な枠組みを作
成する。 

日々変化する教
育改革の動向と
生徒の実態を踏
まえて、また、
平成３０年度か
ら実施する「通
級による指導」
のカリキュラム
を検討する。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

平成３０年度から
実施する「通級に
よる指導」のカリ
キュラムを検討し
完成することがで
きた。次年度から
は新学習指導要領
を見据えた大学入
試や教育改革に対
応するカリキュラ
ムを検討していく
予定である。 
 
 

 
心身の
健康 
 

望ましい
食習慣と
生活習慣
の定着化
を図る 
 

自分の食習慣
や生活習慣に
関心を持ち、
行動できてい
るか 

自分の食習慣
や生活習慣を
見直し、積極
的に改善する
力を付ける。 

生徒の実態把握
を実施し、自分
の生活習慣を見
直す機会を作る
とともに、生徒
が主体的に関わ
る行事を計画す
る。 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

７月に食生活や睡
眠についての実態
把握アンケートを
実施した。それを
もとに健康プリズ
ムや保健便りを通
して健康と食事生
活習慣について啓
発活動を行った。
放課後キッチンで
は生徒同士協力し
て取り組む態度が
養われ、調理の楽
しさや一緒に食事
を楽しむことがで
きていた。 
 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

熊本地震
を教訓と
して、災
害時の地
域との連
携体制の
構築や防
災教育の
充実 
 

学校運営協議
会を通して、
関係機関と連
携しながら、
防災対応につ
いて整備が進
むとともに、
防災教育の充
実が図られて
いるか。 
 

生徒及び職員
の防災対応能
力を向上させ
る。また、保
護者や自治体
と連携した災
害時対応マニ
ュアルを策定
する。 

学校運営協議会
を開催し、各委
員に御意見を伺
いながら、地域
防災や防災教育
についての取組
を充実させる。
避難訓練の実施
回数を増やして
生徒の防災意識
を高める。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

避難訓練において
はスモール訓練を
導入し、２次避難
までの流れを複数
回行い、防災意識
を高めることがで
きた。また、ぼう
さい通信を発行す
ることで、いろい
ろな災害について
の知識の習得を促
した。 
防災に関しては、
生徒の意識の向上
が必要であり、取
り組む姿勢につい
てもこれからも指
導していかなけれ
ばならない。 
 

開かれた
学校作り 
 

広報活動を効
果的に実施し
ているか。 

積極的な情報
発信に努め、
「地域に開か
れた学校作り
に努めている
」の評価で９
０％以上を目
指す。 
 

湧水（学年広報
誌）を毎月配布
する。体験入学
や中学校説明会
を充実する。中
学校訪問を充実
する。学校ＨＰ
を定期的に更新
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

学校ＨＰの更新を
定期的に行うこと
ができた。充実を
図るためには、総
務部だけではなく
各学年・教科から
の情報提供が必要
であると思う。毎
月、湧水を発送し
学校の行事・生徒
の様子などを連絡



7 
 

している。郵送物
を確認されない保
護者もいらっしゃ
り連絡が伝わって
いない。安心メー
ル等でもホームペ
ージ更新の件、湧
水発送の件につい
て配信する。 

地域社会に貢
献する態度が
育っているか
｡ 

生徒会主催の
学校行事で地
域の方々へ案
内を出し、学
校に足を運ん
でいただく。 

生徒でポスター
等を作成し、学
校周辺地域に配
布する。 
 

 
 

Ａ 

今年度は生徒会で
体育大会や湧心祭
のポスターやパン
フレットを作成し
地元の方々への広
報活動に努めた。 

 
 

４ 学校関係者評価 
（１）保護者会との連携や情報共有が足りない。保護者会は学校と協力していきたいので、

前もって情報を提供してもらいたい。また、地域とのつながりもこれから重要である。 
（２）これまでリーダーシップを取った経験のない生徒が多く、生徒会で話し合いの活動を

持ち、自分の意見を発表する場を設ける必要がある。また、ボランティア活動への積極
的な参加も必要である。 

（３）生徒たちの自己肯定感があまりないことから、外部講師を呼び、生徒たちに夢を持た
せるような講話を行ったらどうか。例えばいろいろな職業人を呼び、生徒たちに目標を
持たせてもらいたい。 

 

 

５ 総合評価 
（１）湧心館高校に入学して良かったと思う生徒の割合について、１年生が大きく下がって

いる。原因を分析し、次年度の１年生への対策に活かしてもらいたい。 
（２）いじめ問題については、特に深刻な事案は発生していないが、引き続き細心の注意を

持って対処してもらいたい。 
（３）授業を参観したが、生徒の特性を踏まえると、口頭だけの説明では不十分である。わ

かる教材を使用し、補助用プリントを準備したり、レポートを出させるなどの工夫がほ
しい。１年間テーマを与え、文化祭などで生徒に発表させたらどうか。 

（４）今年度は時間を守る取組に力を入れており、昨年度に比べ遅刻者が減少している。各
種アンケート調査等でもあいさつをする子が増えるなど、明るく学校生活に取り組む生
徒が見られる。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）アクティブ・ラーニングの一層の推進を図るために、公開授業週間に近隣小中学校に

も案内を出し参加者に授業の感想をいただくなどして、授業の活性化を図りたい。 
（２）今年度、体育大会や湧心祭（文化祭）などで生徒会によるポスター等による広報活動

を行うなど生徒会活動に進展が見られた。次年度は、生徒総会等の場で生徒の意見を表
明する機会を設け、生徒の主体的な運営やボランティア活動を支援するなどして、生徒
会の活性化を図りたい。 

（３）今年度「時間を守る取組」を推進し、ある程度の成果を得られた。次年度も引き続き
継続し、遅刻をしない、あいさつをするなど、生徒の基本的生活習慣の確立を目指した
い。 

（４）保護者会と連携し、情報を共有しながら、保護者会の活性化を支援する。 
（５）「湧心館高校へ入学して良かったと思う」の質問項目で１年生の生徒の評価が低かっ

た点について、これまで蓄積した適応指導の研究成果を踏まえ、３年間を見通したシラ
バスを作成し、生徒の理解を深めながら、シラバスに従ってタイムリーに必要な指導を
着実に行っていきたい。 

 

 
 


